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研究の目的 

沖縄県は四方を海に囲まれ，高温多湿であるため，鉄筋コンクリート構造物にとっては厳しい塩害環境下にある．

著者らは，沖縄県の海上橋脚下部工の施工にあたり，コンクリートの耐久性の向上を期待するとともに，マスコン

クリートの温度応力ひび割れ対策としてフライアッシュコンクリートを適用した．また，実環境におけるフライア

ッシュコンクリートの品質を評価することを目的として，下部工施工時に暴露試験体を作製し，施工完了後の現在

においても海岸付近で長期暴露試験を継続している． 

 

技術の説明 

フライアッシュコンクリートの配合はフライアッシュをセメント置換 20%，細骨材置換 25kg/m3 とした（図

-1）．温度応力ひび割れ抑制効果の検証にあたり，断熱温度上昇試験を実施し，温度応力解析を実施することで評

価した． 

また，実環境におけるフライアッシュコンクリートの長期性能評価を目的として，橋脚下部工に適用した同配合

のコンクリートおよび比較のための普通コンクリートの試験体を用いて，辺土名暴露試験場において暴露試験を行

っている．本報では，暴露 1 年経過時の調査を行い，各試験体の長期強度特性および塩分浸透抵抗性，中性化深さ，

アルカリシリカ反応抵抗性，透気性を評価した． 

 

主な結論 

・ 簡易断熱温度上昇試験により，断熱温度上昇特性を把握することができた．フライアッシュコンクリートの温

度応力ひび割れ抑制効果があることを確認し，施工時にもひび割れを抑制することができた． 
・ 暴露後 1 年経過時の調査結果より，フライアッシュコンクリートの塩分浸透の抑制効果が認められた．  
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図-2 温度応力解析検討結果 
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図-1 コンクリート配合 
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写真-1 暴露試験状況 
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